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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 20 年４月 14 日に公表いたしました平成 20 年８月期（平成 19 年９月１日～平成 20 年８月 31 日）

の業績予想（連結・個別）を、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 20 年８月期業績予想の修正（平成 19 年９月 1日～平成 20 年８月 31 日） 

 

（１）連結                                                                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

 

26,000 

 

1,270 

 

720 

 

320 

   円 銭

   5 33 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 23,000 900 450 △500    △8 31 

増 減 額 （ B － A ） △3,000 △370 △270 △820         ― 

増 減 率 △11.5% △29.1% △37.5% ―         ― 

前期実績（平成 19 年 8 月期） 25,091 1,929 2,647 1,143     18  66 

 

（２）個別                                                                 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

 

8,600 

 

480 

 

△100 

 

△190 

   円 銭

  △3 17 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 7,500 410 80 △250    △4 16 

増 減 額 （ B － A ） △1,100 △70 180 △60         ― 

増 減 率 △12.8% △14.6% ― ―         ― 

前期実績（平成 19 年 8 月期） 12,520 1,363 2,005 872     14  23 

（注）第４四半期は持株会社制に移行するため、６月以降は持株会社業績のみを合算しております。 

 



 

２．業績修正の理由 

（１）連結 

  サブプライムローン問題や「改正建築基準法」の施行等の影響により、景気の先行き不透明感が

強まっており、通期での連結売上高は前回予想を下回る水準となる見込みです。 

  利益面では、原油価格の高騰を背景として建築資材等の急激なコストアップが進行しており、加

えて、株式市況についても低迷が続くと前提し、営業利益および経常利益、当期純利益ともに前

回の業績予想を下回る見込みです。 

 

 （２）個別 

個別業績につきましては、すでに発表させていただきました通り、当社グループは平成 20 年６月

１日付で持株会社体制に移行したことから、第４四半期以降は、持株会社の個別業績のみを織り

込む形での通期業績予想としております。また、第４四半期以降も株式市況の低迷が続くと前提

し、約 2.4 億円の株式評価損を見込んでおります。 

 

 （注）上記の予想は現時点において入手可能な数値に基づいて作成したものであり、実際の業績は 

 様々な要因により予想値と異なることがあります。 

以上  


